
プラスワン運動

・担い手がいない
・だんだん農地が荒れていっている
・鳥獣被害が多い ・・・等々

農業委員・推進委員として
何をやればいいんだろう・・・

地域の課題

令和７年４月
佐賀県農業会議

ステップ１

自分の担当地区について話し合ってみま
しょう！

・農地の状況 ・新規就農者の状況

・担い手の状況 ・地域計画の内容 等

ステップ２

どんなことができるか考えてみましょう！

・農地のマッチング ・農地のゾーニング

・遊休農地の発生防止 ・違反転用の防止、早期発見

・地域計画のブラッシュアップ 等

ステップ３

何かひとつ行動してみましょう！

・農地巡回、情報収集、勉強 ・就農相談会への参加

・認定農業者や新規就農者をリストアップし、訪問

・所有者不明農地の制度活用 ・非農地判断の実施

・農地を売りたい、貸したい人を訪問 ・年金推進

・地域計画のブラッシュアップに向けた話し合いへの参画 等

ステップ４

やったことを情報共有しましょう！

・農業委員、推進委員、事務局間で

・関係機関への情報共有、意見交換

・基盤整備部局との連携 等

目的

委員一人一人が農業委員会活動にしっかり取り組むことで、農地を守り、担い手を育てる。

農家から頼られ、喜ばれる農業委員会を目指す。



プラスワン運動

ステップ１ 話し合い

ステップ２ 何ができるか考える

ステップ３ 何か一つ行動する

ステップ４ 情報共有・振り返り

・勉強
・農地巡回
・認定農業者や新規就農者等訪問・意向把握
・あっせん調整
・地域内外の受け手探し
・就農相談会への参加
・非農地判断の実施
・地域計画の見直しに向けた話し合いへの参加
・農業者年金の推進
・農業に関する情報の提供 等

・活動の見える化
・農地利用最適化交付金（報酬）

・優良農地の確保・適正利用
・農地利用の最適化の推進
〈農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進〉

・地域計画の実現・ブラッシュアップ
〈今耕作している農地を次世代へつなぐ〉
・農家の老後生活の安定

🔹農業委員会として、農地を守り、担い手を育てる
🔹農家から頼られ、喜ばれる農業委員会へ

農業委員・推進委員の取り組み

ステップ１へ

活動記録の
徹底‼

取組の効果

４
月
～
６
月

定
期
的
に

６月末取組事項の決定

３月末取組実績の報告
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〈具体的な取り組みの例〉



プラスワン運動 活動例 ≪活動記録を徹底しましょう‼≫

⑤地域計画の見直しに向けた話し合いへの参加

⑥集約化に向けた検討、話し合いの場の設定

⑦地域計画で検討中とされた農地の受け手探し

⑧地域外の受け手の検討

⑨新規就農相談会への参加

⑩新規就農者を訪問し、相談対応や定着支援

⑪定期的な農地の見回りによる無断転用地や遊休農地の発見・報告 ★

⑫無断転用地や遊休農地の所有者等への戸別訪問、状況の聴き取り

⑬今後守っていく農地の明確化（ゾーニング）

⑭山林・原野化している農地の確認、非農地化の推進

⑮耕作者が見つからない農地の維持・管理

⑯相続の届出、相続登記の義務化の周知

⑰相続未登記農地、所有者不明農地の権利設定の働きかけ

⑱農地制度、農業委員会業務などに関する勉強 ★

⑲日常的な農家への声かけ ★

⑳委員間や事務局との情報共有、打ち合わせ

㉑農業者年金の加入推進

㉒全国農業新聞の推進、農家への情報の提供

㉓将来の農業委員・推進委員候補者となる女性や若者の掘り起こし

今後の意向（規模拡大、現状維持・規模縮小）や後継者の有無、
集約の意向（どこを中心にまとめたい、どこを手放したい）など

農地情報、相手方の希望、今後の管理（草刈りができるか）など

できるだけ集約につながるよう調整、中間管理事業の活用も促す

農家への参加の呼びかけも行う

担い手同士が意見交換できる機会を作る、賃借料情報の提供など

新規就農者の呼び込み（目標地図に示す、トレーニングファーム
の誘致）、企業参入に向けた地域の意向の取りまとめなど

困りごとの聴き取り、農家への顔つなぎ、農地の紹介など

タブレットを積極的に活用（導入市町）

チラシ・パンフレットの配布、手続きの声かけ

所有者不明農地制度が活用できることを周知
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確認すること・ポイント活動内容

②地域計画策定時のアンケートや意向を反映した地図を活用した意向把握 ★

③農地を貸したい・売りたい人を訪問し、聴き取り

④把握した意向をもとに利用調整（マッチング）、あっせんの実施

①認定農業者等を戸別訪問し、将来の意向を確認

農地の保全管理の働きかけ

農
地
の
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用
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事務局につなぎ、転用申請の指導や耕作の意向確認

☆印：まずはここから始めてみましょう！

※退任される委員は、必ず次の委員に引継ぎをしましょう

地域計画とあわせて話し合い、検討

事務局を交えて検討

市町農政担当課やＪＡ等から情報収集


